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み
が
え
つ

と
海
の
記
念
日

去
る
二
月
、
我
が
国
で
は
初
の
、
し
か
も
唯
―
つ
で
あ
る
船
の
重
要

文
化
財
「
明
治
丸
」
（
昭
和
五
三
年
指
定
）
が
、
ロ
一
億
余
円
の
費
用
と

八
年
余
り
の
歳
月
を
か
け
て
そ
の
保
存
修
復
工
事
を
完
了
し
た
。
そ
し

て
r

東
京
商
船
大
学
の
構
内
に
往
時
の
優
美
な
姿
を
取
り
戻
し
た
明
治

丸
は
、
昭
和
六
三
年
七
月
二

0
日
の
「
海
の
記
念
日
」
に
文
化
庁
長
官

を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
一
同
に
披
露
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
あ
い
に
く

の
梅
雨
空
で
は
あ
っ
た
が
r

ど
う
や
ら
雨
は
さ
け
ら
れ
、
三
〇
〇
名
余

り
の
大
勢
の
方
に
ご
覧
い
た
だ
け
た
の
は
賊
に
幸
い
で
あ
っ
た
。

こ
の
明
治
丸
の
誕
生
は
明
治
七
年
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
明
治
九
年
に

は
明
治
天
皇
が
東
北
r

北
悔
道
御
巡
幸
の
際
に
帰
路
青
森
か
ら
函
館
経

由
で
横
浜
ま
で
御
座
乗
に
な
ら
れ
、
七
月
二

0
日
無
事
横
浜
に
帰
着
さ

玄
特
別
記
事

重

造
船
史
上

ら
み
た
明
治
丸
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 一

れ
時
代
は
変
わ
り
昭
和
一
六
年
f
海
国
日
本
の
啓
蒙
が
叫
ば

「
海
の
記
念
日
」
の
制
定
が
検
討
さ
れ
た
が
r

こ
れ
を
記
念
す
る
．
も
の

と
し
て
、
こ
の
日
が
選
ば
れ
た
の
で
あ
る
。

明
治
元
年
、
維
新
政
府
に
よ
る
洋
式
灯
台
建
設
が
開
始
さ
れ
た
(
A

そ

れ
に
は
、
灯
台
位
置
の
測
量
、
資
材
の
運
搬
f
状
況
視
察
な
ら
び
に
修

理
業
務
等
に
使
用
す
る
船
が
必
要
と
な
り
、
明
治
一
五
文
鉄
骨
木
造
船

を
英
国
か
ら
購
入
し
「
燈
明
丸
」
と
改
名
し
て
こ
の
業
務
に
当
た
ら
せ

た
。
こ
れ
が
我
が
国
灯
台
監
視
船
の
は
じ
ま
り
と
言
わ
れ
て
い
る
。
明

治
―
―
一
年
に
は
仏
国
か
ら
鉄
造
外
車
船
を
購
入
し
た
が
r

灯
台
寮
付
属
船

と
し
て
本
来
の
業
務
の
ほ
か
、
内
外
の
顕
官
を
新
設
灯
台
の
落
成
式
に

招
待
す
る
た
め
に
使
用
し
た
り
r

灯
台
業
務
の
広
報
に
も
使
用
し
た
記

東
京
商
船
大
学
長

文
化

内
海

博

「国

品」
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就
役
後
の
明
治
丸
は
r

明
治
八
年
―
―
一
月
五
日
の
軍
艦
「
清
輝
」
進
水

式
に
行
幸
さ
れ
た
明
治
天
皇
が
御
乗
船
に
な
ら
れ
た
の
を
は
じ
め
と
し

て
r

当
時
の
歴
史
に
残
る
多
く
の
事
件
に
か
か
わ
っ
て
い
た
。

同
年
小
笠
原
諸
島
の
領
有
問
題
が
生
じ
i
`
]
一
月
―
二
日
r

日
本
政

府
調
査
団
を
乗
せ
て
小
笠
原
に
急
行
し
た
。
そ
し
て
英
国
軍
艦
よ
り
一
―

日
早
く
父
島
に
着
い
て

詞
査
を
進
め
る
こ
と
に

よ
り
、
小
笠
原
諸
島
領

有
の
基
礎
を
固
め
る
こ

と
が
出
釆
た
と
言
わ
れ

明
治
の
歴
史
と
明
治
丸

そ
の
船
内
装
備
は
豪
華
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
c

そ
の
灯
台
の
数
が
増
加
ず
る
に
従
尺
灯
台
業
務
船
一
隻
で
は

そ
の
業
務
の
遂
行
が
困
難
に
た
り
f
ま
た
古
船
で
は
修
繕
費
が
高
く
な

る
こ
と
か
ら
，
＂
新
船
を
英
国
に
発
注
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
f

当
時
は
軍
艦
も
商
船
も
外
国
の
古
船
を
購
入
し
て
い
た
時
だ
け
に
r

・大

型
優
秀
船
を
建
造
す
る
に
至
っ
た
理
由
は
単
に
業
務
量
と
経
済
性
の
み

に
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
C

時
の
エ
部
郷
伊
藤
博
文
は
英
国
留
学

中
に
、
英
国
船
員
と
し
て
海
運
の
勉
学
を
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
°

こ
う
し
た
背
景
の
も
と
r

こ
の
新
船
発
注
の
目
的
に
は
、
日
本
の
海
還

発
展
の
た
心
造
船
、
造
模
な
ら
び
に
船
員
教
育
の
敦
材
と
し
て
利
用

し
つ
で
さ
ら
に
は
内
外
顕
官
の
乗
船
用
あ
る
い
は
皇
室
用
ョ
ッ
ト
と

し
て
使
用
す
る
こ
と
を
も
考
喧
に
入
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
L

．
こ
の
よ

う
に
し
て
、
明
治
丸
は
明
治
六
年
英
国
グ
ラ
ス
ゴ
ー
の
ネ
ピ
ア
造
船
所

に
発
注
さ
れ
、
翌
七
年
に
完
成
し
た
。
当
時
の
船
体
は
木
造
か
ら
鉄
製

に
移
っ
た
時
代
で
あ
っ
た
。
以
後
に
普
及
す
る
平
炉
に
よ
る
製
鋼
法
が

発
明
さ
れ
た
の
が
明
治
の
初
期
と
言
わ
れ
て
い
る
か
ら
鉄
製
の
船
体
の

時
代
は
ご
く
短
か
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
r

明
治
丸
の
船
体
は
こ
の
鉄

製
で
あ
る
。
こ
の
点
で
屯
造
船
史
上
責
重
な
資
料
と
見
る
こ
と
が
出
主

る
。
我
が
園
で
初
め
て
建
造
さ
れ
た
鋼
製
の
商
船
は
明
治
二
三
年
頃
と

言
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
こ
の
明
治
丸
の
推
進
装
置
は
f
最
初
の
設
計
段
階
で
は
外
車
蒸

気
船
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
最
終
的
に
は
螺
旋
推
進
器
（
ス

所
て
い
る
。

座御
翌
九
年
一
月
に
は
日

皇
朝
修
好
条
約
締
結
を
促

天治
ず
示
威
行
動
を
支
援
す

る
た
め
、
日
本
艦
船
の

明

基
地
で
あ
っ
た
対
馬
へ

の
石
炭
怠
送
の
任
務
に

つ
い
て
い
る
。

そ
し
て
同
年
七
月
f
>

前
述
の
よ
う
に
明
治
天

ク
リ
ュ
ー1
)

に
変
更
さ
れ
そ
の
理
由
は
明
ら
か
で
は
な
し
が
r

の
頃
は
推
進
装
置
が
外
車
か
ら
螺
旋
推
進
器
に
移
り
つ
つ
あ
っ
た
i

で
あ
り
r

こ
の
た
め
莉
ら
し
い
推
進
装
置
の
採
用
に
ふ
み
き
（
立
も
の

と
思
わ
れ
る
。

咀
治
八
年
二
月
―

-
0
i
且
明
治
丸
は
回
航
要
員
五
―
―
―
名
（
内
英
国
人

一
四
肴
豪
州
入
一
名
、
比
島
人
三
八
名
）
に
よ
っ
て
横
浜
着
。
当
時

の
エ
部
郷
伊
藤
博
文
か
ら
太
政
大
臣
―
―
一
条
実
美
あ
て
着
港
届
が
今
で
も

東
京
商
船
大
学
資
斜
舘
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。

皇
は
東
北
、
北
海
道
御
巡
幸
の
際
に
御
乗
船
に
な
ら
れ
た
。

ば
つ

翌
一

0
年
西
南
の
役
勃
発
に
際
し
、
有
栖
川
宮
熾
仁
親
王
を
勅
使

と
し
て
鹿
児
島
に
派
遣
す
る
た
め
、
明
治
丸
は
神
戸
港
に
待
機
し
て
い

た
が
、
既
に
鹿
児
島
勢
の
先
鋒
が
熊
本
県
下
に
侵
入
し
た
と
い
う
電
報

が
入
り
f
勅
使
の
派
遣
は
中
止
と
な
っ
た
。

政
府
は
明
治
＿
二
年
、
清
国
に
も
服
属
関
係
を
続
け
て
い
た
琉
球
藩

の
強
行
併
合
に
踏
み
ぎ
り
r

明
治
丸
は
中
城
王
子
を
乗
せ
て
四
月
二
七

日
那
覇
港
を
出
港
し
て
い
る
C

次
い
で
明
治
丸
の
記
録
が
現
わ
れ
る
の
は
f
明
治
一
五
年
朝
鮮
壬
午

事
変
で
あ
る
゜
同
年
八
月
、
明
治
丸
は
政
府
代
表
を
乗
せ
軍
艦
四
隻
を

伴
っ
て
r

下
関
を
出
港
し
仁
J
I
に
赴
い
た
後
，
，
朝
鮮
国
王
か
ら
の
修
書

謝
罪
特
使
一
行
を
乗
せ
て
九
月
二
八
日
、
横
浜
港
に
帰
譜
し
て
い
る
。

そ
の
後
明
治
二

0
年
に
は
硫
黄
島
探
険
航
海
に
赴
い
て
い
る
。
調
査

の
結
果
硫
黄
島
は
「
殖
民
の
目
的
な
き
無
用
の
島
地
と
断
定
せ
ざ
る
を

得
ず
r

一
同
失
望
し
た
」
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
明
治
丸
は
「
政
府
専
有
特
別
船
」
と
し
て
の
明
治
の
歴

史
に
残
る
足
跡
が
多
く
、
ま
さ
に
現
代
日
本
の
「
政
府
専
有
特
別
機
」

の
存
在
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。

明
治
―

1
0
年
以
後
は
、
本
来
の
業
務
で
あ
る
灯
台
巡
視
船
と
し
て
の

活
動
を
続
け
、
あ
る
い
は
灯
台
位
置
の
測
量
に
f
あ
る
い
は
建
設
資
材

の
運
搬
に
、
ま
た
は
海
底
電
線
の
敷
設
等
に
活
躍
し
て
い
る
。
そ
し
て

明
治
二
九
年
に
は
、
東
北
海
岸
及
び
西
南
海
岸
航
路
標
識
建
造
位
置
測

明治丸横浜着港の届蜜（原 讃） こ
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明治丸（船首から臨む）

お

わ

り

に

量
そ
の
他
川
崎
神
奈
川
、
本
牧
、
北
中
根
の
各
浮
檬
交
換
等
に
従

現
役
を
引
退
す
る
こ
と
と
な
る
。

船
員
教
育
の

明
治
二
九
年
、
こ
の
頃
に
な
る
と
灯
台
の
数
応
増
え
業
務
も
膨
張
し

て
き
た
の
で
明
治
丸
は
「
積
量
少
な
く
多
数
灯
台
の
用
品
を
運
搬
す

る
に
堪
え
ず
」
と
い
う
訣
態
に
な
っ
た
っ
逓
信
省
は
海
軍
省
か
ら
新
発

田
九
（
二
七
八
―
―
-
t
)
を
誤
り
う
げ
、
同
年
七
月
明
治
九
を
商
船
学
校

係
留
練
習
船
と
す
る
こ
と
に
し
た
。

話
は
変
わ
る
が
明
治
八
佗
「
r

当
時
の
内
務
郷
大
久
保
利
通
の
海
運
樹

立
の
克
見
書
に
端
を
発
し
r

三
菱
会
社
に
対
す
る
命
令
書
に
よ
っ
て
―
―
―

菱
商
船
学
校
が
東
京
・
京
橋
の
霊
岸
島
に
誕
生
し
た
。
設
立
の
時
か
ら

官
学
的
私
学
校
と
言
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。
こ
れ
が
現
在
の
東
京
商
船

大
学
の
誕
生
で
あ
る
。
明
治
九
の
誕
生
が
明
治
七
年
で
あ
る
か
ら
、
奇

し
く
も
両
者
が
百
十
余
年
の
歴
史
を
同
じ
く
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

明
治
一
五
年
に
は
名
実
と
も
に
官
立
と
な
り
、
明
治
一
i
一
五
年
東
京
，

越
中
島
の
現
在
地
に
移
転
し
、
そ
の
後
も
所
管
や
名
称
が
二
転
三
転
し

な
が
ら

r

今
日
に
至
っ
て
い
る
。
こ
の
間
}
•
前
述
の
と
お
り
明
治
丸
は

明
治
二
九
年
に
校
内
係
留
練
習
船
と
な
り
f
昭
和
―

-
0年
の
終
戦
に
至

る
ま
で
約
五
〇
年
間
の
長
ぎ
に
わ
た
っ
て
「
海
の
児
」
を
そ
だ
て
て
き

た
の
で
あ
る
。
戦
前
は
「
東
京
高
等
商
船
学
校
」
と
し
て
船
舶
士
官
の

養
成
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
-
J
こ
の
明
治
丸
は
巣
立
っ
た
若
人
約
八

団
が
駐
屯
す
る
こ
と
と
な
る
。

明
治
丸
の
管
理
に
つ
い
て
2

進
駐
軍
に
対
し
十
分
な
要
請
も
行
わ

れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
し
か
し
明
治
丸
の
中
甲
板
は
丸
窓
の
広
い
フ
ロ

ア
ー
で
格
好
の
ダ
ン
ス
フ
ロ
ア
ー
と
な
る
。
御
座
所
の
壁
画
鬼
r

ニ
ス

仕
上
げ
の
装
飾
材
危
す
べ
て
ペ
ン
キ
で
塾
り
つ
ぶ
さ
れ
、
進
駐
軍
の
娯

楽
場
と
化
し
て
し
ま
っ
た
。

昭
和
二
五
年
七
月
r

米
軍
占
領
下
の
警
察
予
備
隊
が
発
足
し
r

校
舎

は
引
き
続
い
て
そ
の
本
部
と
し
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の

頃
か
ら
明
治
丸
の
船
底

部
へ
の
浸
水
が
一
段
と

激
し
く
な
り
j
•
昭
和
二

六
年
七
月
二
四
日
r

遂

応
沈
座
す
る
と
こ
ろ
と

な
っ
た
。
翌
二
七
年
r

浮
揚
工
事
に
成
功
し
た

足
老
齢
に
加
え
て
畏

年
の
放
麗
に
よ
る
傷
あ

と
は
消
え
ず
r

昭
和
二

九
年
二
月
同
船
は
正
式

に
練
習
船
の
任
を
解
か

れ
た
。昭
和
三
七
年
、
本
学

0
0
0
人
の
修
練
道
場
で
あ
り
｛
ン
ン
弁
ル
で
ふ
あ
っ

学
校
に
移
管
さ
れ
た
後
の
明
治
九
の
管
理
怠
大
変
だ
っ
た
よ
う
だ
。

ま
主
明
治
三
五
年
霊
岸
島
か
ら
越
中
島
へ
移
動
さ
せ
る
作
業
が
行
わ

し
ゅ
ん
せ
つ

れ
て
い
る
。
隅
田
川
の
河
口
の
浅
瀬
を
浚
渫
し
た
り
r

隅
田
川
の
往
来

が
現
在
の
よ
う
に
激
し
く
な
か
っ
た
に
し
ろ
f
約
一

0
0
0
ト
ソ
の
船

ぇ
心

を
曳
航
し
無
事
ボ
ン
ド
に
落
着
さ
せ
る
作
業
に
は
関
係
者
の
苦
労
が
偲

ば
れ
る
。
明
治
四
四
年
七
月
二
六
日
及
び
大
正
六
年
九
月
三

0U
日
の
二

度
の
台
風
で
錨
鎖
が
切
ゎ
『
大
被
害
を
う
げ
て
い
る
。
大
正
ニ
一
年
九

月
一
日
の
関
東
大
震
災
時
に
は
f
明
治
丸
と
若
干
の
施
殷
を
除
い
て
壊

滅
（
ほ
と
ん
ど
が
火
災
に
よ
る
）
し
た
に
恵
か
か
わ
ら
ず
、
明
治
丸
が

五
l

（六

0
0名
の
避
難
者
と
と
も
に
熊
事
安
泰
で
あ
っ
た
こ
と
は
奇
跡

と
も
言
え
よ
う
。
昭
和
二

0
年
三
月
一

0
日
の
東
京
大
空
襲
時
、
越
中

島
界
わ
い
で
焼
け
残
っ
た
の
は
本
学
を
含
む
極
め
て
数
少
た
い
施
設
だ

け
で
あ
る
。
こ
の
時
に
も
近
隣
の
住
民
が
難
を
避
け
て
本
学
に
逃
げ
こ

ん
で
き
た
が
、
そ
の
数
は
さ
だ
か
で
は
な
い
。
明
治
丸
は
ま
た
も
安
泰

で
あ
っ
た
。

昭
和
二

0
年
九
月
―

-
0
日
、
進
駐
軍
の
命
に
よ
り
明
治
九
を
含
む
本

学
の
施
設
は
二
四
時
間
以
内
に
あ
け
渡
し
と
い
う
こ
と
に
な
り
f
関
係

者
を
動
員
し
て
重
要
書
類
そ
の
他
責
重
な
資
斜
、
実
験
器
材
等
の
搬
出

を
行
っ
マ
ッ
カ
サ
ー
ー
総
司
令
官
の
親
衛
隊
で
あ
る
第
七
騎
兵
師

の
八
五
周
年
記
念
事
業
が
進
行
中
r

た
ま
た
ま
東
京
都
の
高
潮
対
策
に

よ
る
防
潮
提
の
建
設
を
檬
に
で
明
治
丸
を
陸
上
に
定
着
し
て
記
念
船
と

し
て
永
久
保
存
す
る
計
画
が
た
て
ら
れ
た
。
昭
和
三
八
年
r

陸
上
定
着

工
事
を
完
了
す
る
と
同
時
に
、
翌
年
か
ら
少
し
ず
つ
補
修
工
事
に
善
手

し
て
き
た
。

昭
和
五

0
年
東
京
商
船
大
学
創
立
百
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し

て
明
沿
丸
永
久
保
存
に
つ
し
て
種
ぺ
調
査
研
究
を
行
っ
た
。
そ
の
結

果
、
国
の
重
要
文
化
財
と
し
て
指
定
を
受
吐
広
く
一
般
の
方
々
に
も

御
覧
い
た
だ
き
、
併
せ
て
海
の
記
念
日
の
由
来
と
海
国
日
本
に
対
す
る

理
解
を
深
め
る
こ
と
が
適
当
と
判
断
さ
れ
た
。
か
く
し
て
昭
和
五
三
年

五
月
三
一
旦
明
治
丸
は
我
が
国
で
「
船
」
と
し
て
初
め
ご
国
の
重

要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

近
年
我
が
国
は
経
済
的
に
大
き
な
発
展
を
遂
げ
た
が
｝
．
そ
の
位
置

す
る
地
理
的
条
件
は
昔
と
変
わ
ら
ず
四
面
海
に
囲
ま
れ
た
島
国
で
あ

り
、
海
へ
の
啓
蒙
と
視
野
の
拡
大
が
今
後
一
層
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
時
に
明
治
丸
が
重
要
文
化
財
と
し
て
の
修
復
工
事
を

完
了
し
f
こ
の
秋
頃
か
ら
多
く
の
人
々
に
公
開
さ
れ
る
こ
と
は
極
め
て

有
意
義
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。
本
学
と
し
て
は
こ
の
貴
重
な
文
化
財
を
後

世
の
た
め
に
末
永
く
守
り
伝
え
る
責
務
が
あ
り
r

関
係
者
各
位
の
今
後

の
御
支
援
御
協
力
を
切
に
お
願
い
す
る
も
の
で
あ
る
。
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重要文化財 明治丸

八
口
八
口

舟

舟

明治丸の概要（建追当時）

建造 英国グラスゴー。ネピア追船所

明治 7年 11月竣工

や甫且力阻凡｛寸叉又應累方足芦可j船

鉄材 (Iron)

筐

質

総屯姻

帆装

船体

機 関

i 027. 57 tons 

2-Mast丁opsailSchooner・ 

長さ 225 feet (58.6m) 

巾 30feet (9. I m) 

深さ 22. 6 feet (6. 9 rn) 

甲板数 2層

Inverted Compound Reciprocating Engine 

実馬力 1530 HP 

試運転速力

平均速力

12 0 66 Knots 

I I. 5 !<.nots 

（本文91頁参照）
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大

学
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育
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二

座

製

会

一

大

学

院
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充
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と

改
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考
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一
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出
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戸
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／
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蜂
須
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養
悩
／
俣
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恒
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武
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（
司
会
）
前
煩
安
宏

輪

文

大

学

の

個
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化

と
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学
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評

価

安

原

義

仁

一

韓

国

に

お

げ

る

工

学

教

育

の

新

し

い

拭

み

曽

我

和

揺

随

想

大

学

に

求

め

ら

れ

る

も

の

阿

部

正

和

報

告

ア
メ
リ
カ

M
B
A
コ
ー
ー
一
、
の
現
揚
か
ら
菱
＇
本
博
司

事
例
紹
介

フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
ー
。
デ
ィ
ペ
ロ
ど
プ
・
メ
ン
ト
の
試
み絹

川

正

吉

国

際

化

：

、

対

応

す

る

入

村

養

成

田

代

空

情

報

化

へ

対

応

す

る

工

学

教

育

木

村

泉

共

同

研

究

石

川

允

（
政
策
課
）

▽
こ
の
夏
は
、
何
や
ら
夏
ら
し
か
ら
ぬ
う
ら

に
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
。
九
月
を
迎
え

た
途
端
に
秋
風
が
立
ち
始
め
て
、
こ
の
ま
ま

本
格
的
な
秋
へ
と
移
り
ゆ
く
気
配
が
澳
厚

竺
多
く
ヽ
の
子
ど
応
た
ち
に
と
っ
て
は
f
楽

し
み
に
し
て
い
た
夏
伏
み
に
水
詠
の
機
会
を

奪
わ
れ
る
な
ど
、
う
ら
み
忠
大
き
い
こ
と
た

ろ
う
。
し
か
し
、
新
学
期
が
始
ま
っ
た
以
上

心
心
機
一
転
、
し
っ
か
り
勉
学
に
い
そ
し

ん
で
も
ら
い
た
い
＇
も
の
だ

c

▽
さ
て
、
秋
を
迎
え
る
と
思
い
出
さ
れ
る
言

葉
の
―
つ
に
「
芸
術
・
文
化
の
萩
」
が
あ

る
。
芸
術
文
化
に
触
れ
、
親
し
む
こ
と
へ

こ
と
さ
ら
季
節
を
う
ん
ぬ
ん
す
る
必
要
は
な

い
と
思
う
が
、
た
だ
r

こ
の
季
節
が
人
間
の

知
的
ょ
精
神
的
活
動
に
適
し
た
気
候
だ
と
い

う
点
で
は
異
論
が
な
い
た
ろ
う
。

▽
今
月
号
ば
芸
術
・
文
化
の
秋
に
ち
な
砂

恣
の
と
し
て
「
国
民
文
化
祭
」
を
特
集
し

ど
こ
の
国
民
文
化
祭
は
、
全
国
の
ア
マ
チ

ュ
ア
文
化
活
動
の
祭
典
と
し
て
今
年
て
第
一
―
―

回
目
を
迎
え
、
一
〇
月
下
旬
か
ら
兵
庫
県
で

開
催
さ
れ
る
。
開
催
県
の
熱
心
な
協
力
の
賜

物
と
言
え
る
か
、
回
を
重
ね
る
に
つ
れ
て

”
よ
り
多
く
、
よ
り
幅
広
く
“
な
っ
て
き
て

い
る
。
今
後
、
ま
す
ま
す
の
発
展
を
期
待
し

た
い
。
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